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基
山
町
は
︑
新
型
コ
ロ
ナ
ワ

ク
チ
ン
接
種
を
65
歳
以
上
︵
５

７
２
９
人
︶
の
高
齢
者
を
対
象

に
︑
き
や
ま
鹿
毛
医
院
に
て
県

内
で
い
ち
早
く
︑
４
月
25
日
よ

り
集
団
接
種
を
開
始
し
た
︒

ま
た
︑
５
月
24
日
か
ら
は
︑
町

内
の
７
医
療
機
関
で
個
別
接
種

も
開
始
さ
れ
て
お
り
︑
順
調
に

接
種
事
業
は
経
過
し
て
い
る
︒

こ
れ
ま
で
︑
５
０
６
５
人

︵
88
・
４
％
︶
の
方
が
予
約
し
︑

７
月
末
ま
で
に
２
回
目
の
接
種

を
終
了
で
き
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
︒
そ
の
接
種
率
は
県
内
で

現
在
２
番
目
に
位
置
し
て
い
る
︒

毎
週
開
い
て
い
る
集
団
接
種

会
場
で
は
︑
役
場
の
職
員
を
中

心
に
医
療
機
関
の
方
々
な
ど
が

対
応
に
あ
た
り
︑
１
日
に
４
５

０
人
の
接
種
が
行
わ
れ
て
い
た
︒

︵
７
月
４
日
現
在
︶

県内でいち早く接種開始！

同居家族の陽性が判明した。私は陰性で
あったが、濃厚接触者として外出等の自粛
を要請された。自宅療養中、37度前後の微
熱が続き身体の変調を感じていた。再検査
の結果、陽性が判明。感染症指定医療機関
へ肺炎のため入院となった。
徐々に身体を蝕んでいた頃の自宅生活で
は、運動量は少なく症状は軽いものであっ
た。病院へは自分で車を運転し向かった。
歩き始めるとせきが止まらず動けなくなっ
た。
検査室には車いすで移動し、肺炎と診断
された。
思いもよらないこの肺炎の進行の速さ

と、自宅療養の怖さを痛感した。とにかく
せきがひどく、ちょっとした移動に数十分
かかるほど。だだの肺炎ではないことを思
い知った。
今でも、以前の体調には戻らず、血糖値

が高い状態が続いている。
｢感染しないことが最善。ワクチン接種

の効果を期待し、一刻でも早く感染防止体
制の強化を」
新型コロナ闘病を体験した者として、強

く訴えた。

（基山町在住 男性）

闘病体験語る 自宅療養の怖さを痛感 感染防止体制の強化を

なかなか聞くことができない貴重な体験談です。

無料送迎バス運行継続決定

集団接種日に会場までの移動手段として無料で利用

できます。乗降の際ワクチン接種券を運転手に見せ

てください。

運行状況についての問い合わせは

定住促進課 Tel 92-7920まで
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期待されるワクチン効果特
集

①受付 ワクチン接種券の確認

③医師による問診
心配な方はここで

も相談ができます

今後の接種の取り組み

国の示す優先順位も視野に入れ、基礎疾
患を有する方、高齢者施設等従事者、60歳
から64歳の方、町内小中学校・保育園等の
教員、保育士等の方、12歳から59歳の方へ
と移行し、国のワクチンの供給が順調にい
けば年内に接種を完了したいと事業を進め
ています。

基山町議会の取り組み

国の方針が刻々と変わる中、スムーズな
接種事業に努める町執行部と一体となっ
て、町民目線で課題解決に向け取り組んで
参ります。 （桒野 久明）

ワクチン接種を終えて
●１回目の接種は多少の痛みはあったが問題な
かった。今回の接種についても、至れり尽く
せりでありがたい。基山町のワクチン接種の
取り組みは素晴らしく、スタッフの対応には
とても満足している。 (16区 70代 男性）

●２回目の接種後、夕方より38度の熱が出る。
翌日から解熱剤を服用して３日目に平熱に
戻った。先に接種した数人から、「何も発症し
なかった」と聞いていたので、熱が出たことに
驚いた。 (９区 60代 女性）

※ワクチン接種後の副反応は個人差があるようです。
※心配な方は、かかりつけ医もしくは問診時の医師
に相談しましょう。

④ワクチン接種
やや緊張気味での

接種

⑤接種済証発行
接種券と問診票を

提示

⑥待機室
接種後 15分間程

度、体調の確認後

帰宅

②予診票チェック
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議案番号 議 案 名 議 員 採決結果

同意１ 基山町教育委員会委員の任命につき同意を求めることについて

全会一致

同 意

承認２ 専決処分の承認を求めることについて（税条例等の一部を改正する条例）
承 認

承認３ 専決処分の承認を求めることについて（令和２年度一般会計補正予算（第11号））

議案16 令和３年度一般会計補正予算（第２号）
可 決

議案17 令和３年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議案番号 議 案 名 議 員 採決結果

議案18 第５次基山町総合計画基本計画の変更について

全会一致

可 決
議案19

特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例
の一部改正について

議案20
家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正につい
て

議案21 重度心身障害者の医療費の助成に関する条例の一部改正について

議案22 県営土地改良事業負担金に係る分担金徴収に関する条例の一部改正について 継続審査

議案23 町営駐車場の設置及び管理に関する条例の一部改正について 可 決

議案24
令和３年度一般会計補正予算（第３号）
※議案第22号の継続審査により関連部分を修正

一部修正
可決

議案25 令和３年度国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
可 決

議案26 令和３年度下水道事業会計補正予算（第１号）

一般会計 1億7054万円追加
■主な事業

プレミアム付商品券で消費喚起

・消費喚起型 １冊額面１万１千円を１万円で発売。

・飲食店応援型 １冊額面6500円を５千円で発売。

・小規模事業者応援型 １冊額面７千円を５千

円で発売。利用期間は来年１月31日まで。事

業費１億１千万円。

テニスコートトイレ洋式化

男女３器の和式を洋式２器、和式１器へ改修。

事業費115万円。

若基小学校屋外トイレ洋式化

男女トイレ５器を改修、事業費275万円。

500人にPCR検査

総合健診のうち特定健診受診者の中から500名

をPCR検査キットで検査する。個人負担なし。

中小企業の売上減、家賃補助を継続

基山町中小企業者事業継続緊急支援金として最

大30万円支給。事業費1680万円。

テイクアウトに支援金

売上が減少した飲食店などの経費に上限５万円

支給。事業費150万円。

第２回定例会（6月4日∼11日）の採決結果

第１回臨時会（4月19日∼20日）の採決結果
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一般会計 2億572万円追加
予算総額 75億3229万円に

危険な町道長野１・２号線 基
き

山
ざん

山頂に自生している「オキナグサ」

請願書は閉会中の継続審査
亀の甲ため池水利組合から提出された「請願書」は十分な審議を要するため、継続審査とした。

６
月
議
会

■主な事業

高齢者ワクチン接種７月完了

65歳以上のワクチン接種は７月末で終了し今後

16歳(※)〜59歳の基礎疾患を有する方、60歳

〜64歳に拡大していく。集団接種会場へのコ

ミュニティバスは引き続き運行する。事業費

2816万円。 ※現在は12歳からとなっています。

基山小学校３教室増設

35人学級の影響と児童数の増加で、今年度改修

を行う。事業費6435万円。

希少植物「オキナグサ」を発信

基山（きざん）山頂に自生する「オキナグサ」を

保護し、町内外に発信する。事業費66万円。

基山町キャンプ場を改善

平成３年にオープンしたキャンプ場の利用促進

を図るために、改善改良のための提案を受ける。

事業費100万円。

低所得の子育て世帯に特別給付金

新型コロナが長期化するなか、ひとり親世帯以

外の低所得の子育て世帯に生活支援を行う。児

童１人当たり５万円支給。事業費1445万円。

町道長野１・２号線水路に蓋

この町道は通学路で、道幅も狭く深い水路で危

険なため、水路蓋掛け、カラー舗装を行う。事

業費2750万円。

重度精神障がい者にも医療費助成

今年４月より精神科への通院、精神科以外への

通院、一般病床への入院の費用が助成される。

事業費122万円。

マスメディアで基山町PR

基山町の歴史や文化を福岡県などに発信し、観

光客の増を目指す。前年度はKBCで放映。事業

費750万円。

国民健康保険特別会計

35万を追加

予算総額20億2617万円に

下水道事業会計

補正予算7187万円を追加

支出総額は9億5610万円に
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第
２
回
定
例
会

議
案
審
議

第
５
次
基
山
町
総
合
計
画
基
本

計
画
の
見
直
し

問

第
５
次
総
合
基
本
計
画

の
変
更
ポ
イ
ン
ト
は
。

答

今
回
の
変
更
は
︑
ま
ち

づ
く
り
の
10
年
計
画
を

中
間
年
度
で
見
直
す
も
の
︒
令

和
２
年
に
行
っ
た
町
民
満
足
度

調
査
を
重
視
し
﹁
防
災
意
識
の

啓
発
活
動
や
防
災
教
育
﹂
︑﹁
様
々

な
状
況
に
応
じ
た
避
難
所
運

営
﹂
︑
﹁
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の

実
態
把
握
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
﹂
︑

﹁
様
々
な
感
染
症
に
対
す
る
迅
速

で
適
切
な
対
応
・
対
策
﹂
を
追
加

し
た
︒
今
後
も
重
要
度
が
上
昇

し
て
い
る
項
目
に
つ
い
て
は
︑

総
合
計
画
審
議
会
で
充
実
さ
せ

て
い
く
︒

提
案

緊
急
か
つ
重
要
な
課
題

は
町
民
の
声
を
反
映
し
、
町
も

町
民
に
訴
え
る
計
画
目
標
を
組

み
入
れ
る
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

参
画
市
町
村
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ

ン
共
同
基
盤
事
業
負
担
金

５
０
０
万
円

問

負
担
金
の
具
体
的
内
容

は
。

答

国
内
で
恋
人
の
聖
地
の

あ
る
18
市
町
村
が
共
同

で
行
う
広
告
宣
伝
活
動
事
業
の

負
担
金
で
あ
る
︒

問

参
画
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

答

市
町
村
独
自
で
事
業
選

択
が
で
き
る
幅
広
い
地

方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
で
あ

る
︒問

補
助
金
の
有
無
が
事
業
選

定
の
基
準
に
な
る
の
か
。

答

実
施
し
た
い
13
事
業
を

精
査
採
択
し
た
も
の
︒

提
案

事
業
費
の
多
く
が
委
託

費
で
あ
る
。
自
前
で
で
き
る
も

の
は
自
ら
が
行
う
こ
と
。

基
山
小
学
校
大
規
模
改
造
事
業

６
４
３
５
万
円

問

教
室
増
設
に
は
限
界
が

あ
る
。
若
基
小
学
校
の

小
規
模
特
認
校
制
度
は
解
消
策

に
な
ら
な
い
の
か
。

答

さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
検

討
す
る
︒
校
舎
の
増
築

は
最
終
手
段
で
あ
る
︒

提
案

現
行
校
舎
の
改
修
の
み

な
ら
ず
、
若
基
小
学
校
の
活
用

や
基
山
小
学
校
敷
地
内
の
教
室

増
設
な
ど
、
抜
本
的
な
取
り
組

み
を
講
じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

総務文教常任委員会
審査、調査

の担当課

総務企画課・財政課・税務課

まちづくり課・出納室・教育学習課

基山小学校３教室を増設基山小学校３教室を増設

所
管
事
務
調
査

防
災
用
備
品
の
整
備

豪
雨
災
害
が
増
加
傾
向
に
あ
り
︑

防
災
用
備
品
の
種
類
︑
保
有
量
も
増

え
て
い
る
︒
町
民
会
館
東
側
に
防
災

倉
庫
が
建
設
さ
れ
た
︒

当
委
員
会
は
︑
備
品
一
覧
︑
災
害

時
の
民
間
企
業
と
の
協
定
一
覧
︑
運

用
方
法
と
今
後
の
計
画
を
明
確
に
町

民
に
示
す
よ
う
提
案
し
た
︒

多
目
的
運
動
場
に
休
憩
所

休
憩
所
は
︑
運
動
場
利
用
中
に
起

き
る
熱
中
症
や
急
な
雷
雨
な
ど
︑
さ

ま
ざ
ま
な
気
象
変
化
に
対
応
で
き
る

屋
根
付
き
施
設
で
あ
る
︒
５
段
の
階

段
式
形
状
と
な
っ
て
い
る
︒

当
委
員
会
は
︑
総
合
公
園
多
目
的

運
動
場
は
幼
児
か
ら
高
齢
者
が
使
い

勝
手
の
良
い
施
設
と
す
る
た
め
に
︑

周
辺
住
民
へ
の
配
慮
︑
利
用
者
の
マ

ナ
ー
順
守
を
徹
底
す
る
よ
う
に
提
案

し
た
︒

休憩所

キャンプ場運営改善業務も交付金対象に

児童数が増え続ける基山小学校
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第
２
回
定
例
会

議
案
審
議

基
山
町
重
度
心
身
障
害
者
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

問

今
回
の
改
正
内
容
は
何

か
。

答

県
の
補
助
金
交
付
要
綱

が
改
正
さ
れ
︑
新
た
に
重

度
の
精
神
障
が
い
者
︵
１
級
に
該

当
す
る
者
︶
を
医
療
費
助
成
の
対

象
者
と
し
て
拡
充
さ
れ
た
︒
対

象
範
囲
は
︑
精
神
科
へ
の
通
院
︑

精
神
科
以
外
ヘ
の
通
院
︑
一
般
病

床
等
へ
の
入
院
と
な
る
︒
た
だ

し
︑
精
神
病
床
へ
の
入
院
医
療
に

要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
対
象

外
で
あ
る
︒

問

医
療
費
助
成
の
支
払
い

方
法
は
、
現
在
、
償
還
払

い
と
な
っ
て
い
る
が
、
現
物
給
付

に
移
行
で
き
な
い
理
由
は
何
か
。

答

県
は
医
療
機
関
で
の
支

払
い
の
混
乱
を
防
ぐ
た

め
︑
県
内
一
律
に
移
行
さ
せ
る
こ

と
を
考
え
て
い
る
︒
し
か
し
︑
他

市
町
に
よ
っ
て
は
医
療
費
の
増

加
を
懸
念
す
る
声
や
︑
国
庫
負
担

金
の
減
額
措
置
が
あ
る
た
め
︑
統

一
す
る
こ
と
が
難
し
い
状
況
に

あ
る
︒

提
案

医
療
費
の
支
払
い
方
法

に
つ
い
て
、
他
市
町
と
十
分
協
議

を
行
い
、
現
物
給
付
に
早
期
移
行

で
き
る
よ
う
取
り
組
む
こ
と
。

ま
た
、
医
療
費
助
成
の
範
囲
に
つ

い
て
も
、
対
象
者
へ
分
か
り
や
す

い
説
明
を
行
う
こ
と
。

一
般
会
計
補
正
予
算

町
道
長
野
１
号
線
、
長
野
２
号

線
交
通
安
全
施
設
工
事

２
７
５
０
万
円

問

町
道
長
野
１
号
線
の
カ

ラ
ー
舗
装
︵
延
長
３
６
８

ｍ
︶
と
町
道
長
野
２
号
線
の
水
路

蓋
掛
け
、
カ
ラ
ー
舗
装
︵
延
長
２

５
０
ｍ
︶
等
の
施
工
と
な
っ
て
い

る
。当

該
道
路
は
、
幅
員
が
狭
い
箇

所
や
配
管
工
事
跡
な
ど
に
よ
り

舗
装
面
の
状
態
も
悪
い
。
一
体

的
な
道
路
整
備
計
画
を
立
て
て

整
備
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
。

答

補
修
等
は
同
時
に
実
施

し
て
い
き
た
い
が
︑
幅
員

拡
張
︑
舗
装
整
備
に
関
し
て
は
︑

現
在
︑
管
理
計
画
を
立
案
中
で
あ

り
︑
そ
の
中
で
進
め
て
い
き
た

い
︒

提
案

道
路
の
一
時
的
、
部
分
的

な
改
修
工
事
で
は
、
地
域
住
民
の

方
々
に
不
満
を
募
ら
せ
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
今
後
、
分
か
り
や

す
い
説
明
を
行
う
こ
と
。

予
防
費

委
託
料２

８
１
６
万
円

問

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
状
況
は
ど
う
か
。

答

現
在
65
歳
以
上
の
接
種

予
約
状
況
は
約
85
％
で

あ
る
︒
今
後
は
16
歳
(
※
)
か
ら

59
歳
ま
で
の
基
礎
疾
患
が
あ
り

接
種
を
希
望
す
る
方
や
︑
60
歳
か

ら
64
歳
ま
で
の
方
に
接
種
を
拡

大
し
て
い
く
︒
ま
た
︑
接
種
者
へ

の
貸
切
バ
ス
は
今
後
も
継
続
し

て
い
く
︒

※
現
在
は
12
歳
か
ら
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

提
案

各
対
象
者
別
の
申
請
お

よ
び
接
種
開
始
日
な
ど
分
か
り

や
す
い
案
内
に
努
め
、
65
歳
以
上

で
未
接
種
者
に
適
切
な
配
慮
を

行
う
こ
と
。

町道長野１・２号線の改修町道長野１・２号線の改修

厚生産業常任委員会
審査、調査

の担当課

住民課・健康増進課・福祉課・こども課

産業振興課・定住促進課・建設課

所
管
事
務
調
査

林
道
の
災
害
状
況
を
確
認

林
道
の
11
カ
所
が
被
災
し

た
令
和
２
年
７
月
豪
雨
は
激

甚
災
害
に
指
定
さ
れ
た
︒
そ

こ
で
︑
被
災
現
場
で
進
捗
状

況
を
確
認
し
た
︒
の
り
面
や

路
肩
崩
壊
の
復
旧
事
業
は
２

件
が
現
在
も
工
事
中
で
︑
町

単
独
の
修
繕
事
業
も
２
件
が

未
着
工
で
あ
っ
た
︒

当
委
員
会
は
︑
未
完
了
の

工
事
は
計
画
通
り
の
進
捗
を

図
る
こ
と
︒
側
溝
の
定
期
的

な
清
掃
を
行
い
︑
地
権
者
へ

森
林
整
備
の
啓
発
お
よ
び
高

齢
化
や
担
い
手
不
足
な
ど
か

ら
︑
森
林
環
境
譲
与
税
の
有

効
な
活
用
計
画
を
立
て
︑
防

災
・
減
災
へ
繫
が
る
管
理
を

行
う
よ
う
提
案
し
た
︒

舗装が劣化した町道長野２号線

復旧中の崩落現場
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一般質問11人が 町 政 を問う

一一般質問般質問一般質問般質問一般質問 全員が町政を問う
　一般質問とは、議員が町政について
調査・研究した事柄を自由に質問する
ことをいいます。
　今回の一般質問は、平日の傍聴が難
しい方のことも考慮し、６月５日（土）、
６日（日）に休日議会として開催しまし
た。

傍 聴 記

少し緊張しながら傍聴席に座り

ましたが、女性の傍聴の方がいら

して安心しました。町長以下、各

課関係の職員がコロナ禍の議会に

大きな荷物が見え隠れの状況…、

質疑応答の空気を感じました。生

活周辺の質問ばかりと思っていた

のですが、山林関係の件は、想像

以上の苦労が理解できました。

６日は、コロナワクチンの集団

接種と同日にて、開会前に町長は

接種会場に足を運ばれた様子の報

告にて始まりました。身近な質疑

応答進行と細やかな説明と思いま

した。何が大事かと優先順位を重

視してしっかりと検討方よろしく

お願い致します。自分にある二

眼、耳足を充分に使って町政に、

そう思うのは私だけでしょうか？

町長の「オール基山！」この言

葉大好きです。連携プレーを生か

し、穏やかな暮らしができる基山

を念じます。終わりにちょっと残

念なことは議会中に議員の一部の

私語が目に入りました。これは気

を付けて下さい。

（11区 70代 女性）

休日議会初日（土曜日）

に地元選出議員の一般質問

に合わせて傍聴に行きまし

たが、その場で傍聴記の依

頼を受けた次第です。その

時の他の傍聴者の顔ぶれを

見廻すと、現役世代と思わ

れる方は残念ながら皆無

で、少なくとも私より年配

の方が７名のみでした。

せっかく休日議会を開催し

ているのに少々がっかり…

私自身は現職で在職して

いる頃から休日議会のある

時にできるだけ傍聴するよ

うに心掛けていましたが、

年を追うごとに現役世代の

政治や議会への関心が薄れ

ていっているのではないで

しょうか？

町に対する要望や提案等

を議員からもっと積極的に

（特に若い層の方々に）呼び

掛けてそれを議題に取り入

れる工夫、改善が必要だと

思います。

（15区 60代 男性）

元区長と元議員の誘いを受

け議会の傍聴に初めて足を運

んだが、コロナ禍の中、傍聴者

が多いのには驚いた。施政運

営方針、環境問題、道路整備計

画など、さまざまな視点で質

問、提案がなされ、議員の事前

勉強が感じられる一般質問

だった。それに対し、町長、執

行部から丁寧な回答がなされ

た。

基山町は、地方自治体として

自らの責任と権限で町の運営

をしていかなければならず、そ

の車の両輪が町長と町議会に

なる。

少子高齢化に伴って増大す

る公共サービス費用、その一方

で益々厳しくなる財政、これら

の問題に対し執行部と議会は

適切な緊張関係を維持しなけ

ればならない。

地域住民の福祉の増進を

図っていくためにも、行政と議

会はそれぞれの使命により、町

民の負託に応えるべく頑張っ

てもらいたい。

（12区 60代 男性）
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

問

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
生
活
困
窮
が

広
が
る
中
、﹁
生
理
の
貧
困
﹂
が
社
会
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
女
性
の
心
と
体
の

健
康
の
た
め
に
、
公
共
施
設
や
学
校
の

ト
イ
レ
に
生
理
用
品
を
常
備
し
、
保
健

室
で
の
無
償
提
供
を
提
案
す
る
。

答

小
中
学
校
の
保
健
室
に
生
理
用
品

は
常
備
し
て
い
て
︑
必
要
な
児
童
生
徒

に
は
配
布
し
て
い
る
︒
﹁
保
健
だ
よ
り
﹂

で
さ
ら
に
周
知
を
図
る
︒

問

政
府
は
生
理
用
ナ
プ
キ
ン
な
ど
配

布
し
て
い
る
自
治
体
が
２
５
５
で
、
公

共
施
設
や
学
校
や
公
衆
ト
イ
レ
に
置
か

れ
て
い
る
と
５
月
に
発
表
。
こ
れ
ら
を

参
考
に
支
援
方
法
を
検
討
す
べ
き
だ
。

答

他
自
治
体
の
例
を
調
査
検
討
す
る
︒

保
育
士
、
教
員
等
ワ
ク
チ
ン
接
種

問

高
齢
者
接
種
と
並
行
し
て
保
育
士

や
児
童
福
祉
施
設
職
員
も
接
種
を
検
討

す
べ
き
だ
。

答

保
育
士
に
は
保
育
園
に
出
向
い

て
︑
７
月
を
め
ど
に
接
種
を
開
始
す
る
︒

生
活
保
護
は
権
利

た
め
ら
わ
ず
相
談
を

問

コ
ロ
ナ
禍
で
国
民
の
暮
ら
し
が

崖
っ
ぷ
ち
だ
。
国
民
の
最
後
の
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
生
活
保
護
の
受

給
資
格
と
は
何
か
。

答

生
活
保
護
は
権
利
︒
①
住
所
不
定

の
人
も
申
請
可
能
②
仕
事
を
し
て
い
た

り
︑
年
金
が
あ
っ
て
も
利
用
で
き
る
③

失
業
で
働
け
な
い
人
も
受
給
で
き
る
④

不
動
産
が
あ
っ
て
も
申
請
で
き
る
︒

と
し
て
挙
げ
て
い
る
学
校
運
営
協
議

会
︑
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
円

滑
な
実
施
に
力
を
入
れ
た
い
︒

問

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
今
後

の
展
開
を
ど
う
行
う
の
か
。

答

よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
段

階
で
︑
本
格
的
な
活
用
は
こ
れ
か
ら
︒

端
末
を
使
用
し
た
学
習
が
積
極
的
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
︒

問

教
育
プ
ラ
ン
の
周
知
策
は
。

答

昨
年
度
末
実
施
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト

版
の
作
成
を
行
う
︒

問

４
月
１
日
に
﹁
教
育
プ
ラ
ン
﹂
を

公
表
し
た
意
図
は
。

答

学
校
は
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

の
各
年
度
を
大
き
い
区
切
り
と
し
て
教

育
活
動
を
行
う
︒
３
月
ま
で
に
作
成
し

て
教
育
委
員
会
か
ら
学
校
に
示
す
こ
と

で
︑
プ
ラ
ン
の
内
容
を
意
識
し
て
１
年

間
の
学
校
経
営
を
行
っ
て
も
ら
い
た
い

と
考
え
︑
こ
の
時
期
の
公
表
と
し
た
︒

問

生
き
る
力
を
育
む
学
校
教
育
の
充

実
を
目
指
す
上
で
、
力
を
入
れ
て
い
く

施
策
は
。

答

一
人
一
台
端
末
の
導
入
は
︑
教
育

現
場
に
と
っ
て
大
き
な
変
化
で
あ
り
︑

改
革
と
い
え
る
︒
学
習
の
ツ
ー
ル
の
ひ

と
つ
と
し
て
端
末
を
有
効
に
活
用
し
︑

教
育
の
充
実
に
つ
な
げ
た
い
︒

問

昨
年
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
ト
イ
レ

と
い
っ
た
ハ
ー
ド
部
門
の
教
育
環
境
の

充
実
に
力
を
入
れ
て
い
た
。
本
年
度
は

ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

答

｢
連
携
体
制
﹂
の
取
り
組
み
事
項

問

教
育
プ
ラ
ン
の
住
民
へ
の
周
知
は

答

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
作
成
す
る

河

野

保

久
議
員

生徒数417人 基山中学校

問

生
理
用
品
学
校
ト
イ
レ
常
備
を

答

学
校
保
健
室
に
常
備
し
て
い
る

松

石

信

男
議
員

保育士にワクチン接種
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一般質問

問

高
齢
者
の
支
援
を
い
か
に
行
う
か
。

答

今
年
度
か
ら
プ
ラ
チ
ナ
社
会
政
策

室
を
設
置
し
︑
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

や
そ
の
予
備
軍
と
な
る
世
帯
に
対
し

て
︑
個
別
訪
問
に
よ
り
︑
健
康
状
態
︑

困
り
ご
と
や
ニ
ー
ズ
等
を
把
握
し
︑
そ

れ
ぞ
れ
の
方
に
合
う
き
め
細
や
か
な
支

援
が
で
き
る
よ
う
体
制
整
備
を
図
る
︒

問

社
会
福
祉
協
議
会
お
よ
び
民
生
委

員
と
の
活
動
の
連
携
は
。

答

個
別
訪
問
は
︑
民
生
児
童
委
員
に

問

町
道
用
地
内
に
あ
る
個
人
名
義
の

登
記
の
解
消
を
図
る
べ
き
で
は
。

答

今
後
調
査
し
て
︑
個
人
名
義
か
ら
町

へ
の
所
有
権
移
転
等
を
実
施
し
て
い
く
︒

問

町
の
嘱
託
登
記
等
に
必
要
な
印
鑑

証
明
書
等
の
費
用
は
。

答

登
記
に
必
要
な
印
鑑
証
明
書
等
の

費
用
は
公
用
申
請
で
無
料
︒

公
共
工
事
計
画
室
の
業
務
と
は
何
か

問

新
設
さ
れ
た
、
公
共
工
事
計
画
室

の
業
務
と
は
何
か
。

答

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
︑
道

路
計
画
等
の
計
画
的
な
整
備
計
画
を
策

定
す
る
︒

問

こ
の
公
共
工
事
計
画
室
の
職
務

は
、
全
庁
的
で
総
合
的
な
整
備
計
画
と

な
る
た
め
、
室
長
の
強
い
職
務
権
限
が

必
要
で
は
な
い
か
。

答

今
後
︑
計
画
室
の
課
等
へ
の
昇
格

も
考
え
て
い
く
︒

問

被
災
し
た

亀
の
甲
た
め
池

の
、
水
利
組
合

か
ら
町
へ
の
移

譲
は
。

答

令
和
２
年

12
月
に
た
め
池

移
譲
に
関
す
る

基
本
合
意
で
町

へ
の
移
譲
で
合

意
す
る
︒

問

移
譲
に
伴
う
所
有
権
移
転
登
記
、

相
続
登
記
等
は
、
町
の
嘱
託
登
記
で
実

施
す
る
こ
と
。

答

町
の
嘱
託
登
記
と
し
て
実
施
す
る
︒

町
の
公
有
財
産
の
取
得
に
伴
う
登
記

の
現
状
は

問

町
道
用
地
等
で
取
得
し
た
公
有
財

産
の
登
記
の
現
状
は
。

答

町
が
嘱
託
登
記
と
し
て
実
施
し
て

い
る
︒

問

亀
の
甲
た
め
池

町
へ
の
移
譲
は

答

移
譲
す
る
こ
と
で
合
意

鳥

飼

勝

美
議
員

よ
り
年
４
回
実
施
さ
れ
︑
社
会
福
祉
協

議
会
を
通
し
て
個
々
の
状
況
報
告
を
受

け
て
い
る
︒
そ
の
報
告
の
内
容
に
よ

り
︑
支
援
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
世

帯
に
は
︑
町
の
方
か
ら
見
守
り
個
別
訪

問
を
実
施
し
︑
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
に
つ

な
い
で
い
く
︒

問

地
域
公
共
交
通
の
利
便
性
向
上
に

つ
い
て
の
取
り
組
み
は
。

答

利
便
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
は
必

須
と
考
え
て
い
る
︒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
バ
ス
停
の
位
置
や
運
行
ル
ー
ト
な

ど
︑
利
用
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
見
直
し

検
討
を
行
う
ほ
か
︑
地
域
交
通
計
画
を

策
定
し
︑
そ
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
く
︒

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
教
育
現
場
の
取
り

組
み
は

問

児
童
生
徒
の
メ
ン
タ
ル
面
が
心
配

さ
れ
る
。
そ
の
対
応
は
ど
の
よ
う
に
。

答

不
安
を
抱
え
る
児
童
生
徒
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
に
配
慮
し
︑
教
育
活
動
の

支
援
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
︒

問

高
齢
者
の
支
援
は
い
か
に
行
う
の
か

答

ま
ず
は
体
制
整
備
を
図
る

桒

野

久

明
議
員

利便性向上が望まれるコミュニティバス

町への移譲が合意された亀の甲ため池
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

整
っ
た
自
慢
で
き
る
素
晴
ら
し
い
教
育

施
設
で
あ
る
︒
児
童
数
の
増
加
に
よ
っ

て
教
室
配
置
に
難
し
い
部
分
が
あ
り
︑

少
人
数
指
導
な
ど
の
多
種
多
様
な
教
育

活
動
に
不
便
な
部
分
が
生
じ
て
い
る
︒

問

現
在
21
ク
ラ
ス
で
、
来
年
度
は
24

ク
ラ
ス
を
予
定
し
て
大
規
模
改
造
工
事

を
行
う
予
定
だ
が
、
今
後
の
最
大
ク
ラ

ス
数
は
26
、
27
と
な
り
、
特
別
支
援
学

級
を
含
め
る
と
教
室
が
不
足
す
る
の
で

は
な
い
か
。

答

現
在
の
施
設
を
見
直
す
こ
と
に

よ
っ
て
対
応
し
て
い
く
︒

問

絶
対
数
の
教
室
が
不
足
し
て
い
る

の
は
明
ら
か
な
の
で
、
学
童
保
育
施
設

﹁
ひ
ま
わ
り
教
室
﹂
、
旧
基
山
保
育
園
園

舎
を
含
め
た
全
体
の
教
育
施
設
と
し
て

見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

児
童
の
増
加
数
を
再
確
認
し
︑
教

育
委
員
会
と
連
携
を
と
っ
て
︑
子
ど
も

た
ち
が
幸
せ
に
な
れ
る
よ
う
に
い
ろ
い

ろ
な
方
策
を
協
議
し
て
い
く
︒

問

３
区
内
で
の
住
宅
開
発
で
農
業
用

水
路
の
危
険
性
が
増
し
て
い
る
が
、
安

全
対
策
は
取
れ
な
い
の
か
。

答

従
前
か
ら
千
塔
地
区
の
水
路
に
つ

い
て
は
要
望
は
上
が
っ
て
い
る
が
︑
農

業
用
水
な
の
で
蓋
を
し
た
用
水
路
に
は

で
き
な
か
っ
た
が
︑
こ
の
程
水
利
権
者

の
皆
様
の
ご
了
解
を
得
た
の
で
︑
転
落

防
止
の
防
護
柵
等
の
設
置
を
検
討
し
安

全
対
策
を
取
っ
て
い
く
︒

基
山
小
の
教
室
の
配
置
に
つ
い
て

問

教
育
長
の
基
山
小
の
教
育
施
設
に

つ
い
て
の
所
見
は
。

答

地
元
の
良
質
な
木
材
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
校
舎
に
電
子
黒
板
な
ど
も

問

農
業
用
水
路
の
安
全
対
策
を

答

防
護
柵
等
の
設
置
を
検
討
す
る

品

川

義

則
議
員

千塔地区の用水路

林
道
、
河
川
の
災
害
対
策
と
管
理
は

問

昨
年
の
林
道
災
害
件
数
と
復
旧
工

事
費
お
よ
び
災
害
の
要
因
は
。

答

工
事
は
５
カ
所
で
１
億
９
４
５
万

円
︒
集
中
豪
雨
の
発
生
頻
度
が
多
く
保

水
力
を
超
え
る
降
雨
量
か
ら
︑
の
り
面

や
路
肩
崩
壊
が
発
生
︒
ま
た
森
林
管
理

不
足
も
要
因
の
１
つ
で
︑
今
後
は
森
林

管
理
制
度
の
実
施
推
進
を
強
化
す
る
︒

問

令
和
３
年
度
の
河
川
の
浚
渫
工
事

計
画
は
。

答

高
原
川
が
現
在
実
施
中
で
︑
そ
の

後
は
実
松
川
の
旧
基
山
保
育
園
の
上
流

を
計
画
さ
れ
て
い
る
︒

問

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
に
通
う
不
登

校
児
童
生
徒
の
経
費
を
、
保
護
者
の
負

担
軽
減
の
た
め
に
助
成
で
き
な
い
か
。

答

不
登
校
児
童
生
徒
を
抱
え
る
家
庭

は
︑
ス
ト
レ
ス
や
不
安
だ
け
で
な
く
︑

経
済
的
負
担
も
重
い
こ
と
か
ら
支
援
体

制
を
さ
ら
に
充
実
し
て
い
く
︒

問

県
内
17
市
町
は
、
学
校
以
外
で
不

登
校
児
童
生
徒
が
通
え
る
適
応
指
導
教

室
を
設
置
し
て
い
る
。
し
か
し
、
本
町

に
設
置
し
て
い
な
い
の
は
問
題
で
あ

る
。
早
急
な
設
置
を
提
案
す
る
。

答

対
応
す
べ
き
課
題
だ
と
認
識
し
て

い
る
︒
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
︒

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
と
は
︑
不
登
校
の

子
ど
も
に
︑
学
習
活
動
︑
教
育
相
談
︑
体

験
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
民
間
施
設
︒

適
応
指
導
教
室
と
は
︑
不
登
校
の
子

ど
も
が
通
い
や
す
い
学
校
以
外
の
教
育

機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
︑
公
立
の
教

室
を
設
置
す
る
︒

問

不
登
校
に
適
応
指
導
教
室
の
設
置
を

答

前
向
き
に
設
置
を
検
討
す
る

大
久
保

由
美
子
議
員

崩落現場の復旧工事完了
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一般質問

規
制
が
あ
る
が
、
既
存
の
住
宅
団
地
は

建
て
替
え
の
際
、
建
ぺ
い
率
、
容
積
率

な
ど
が
問
題
な
け
れ
ば
、
敷
地
面
積
の

規
制
が
な
い
。
敷
地
が
分
筆
さ
れ
、
周

辺
の
既
存
住
宅
を
圧
迫
す
る
よ
う
な
狭

小
地
住
宅
建
設
を
容
認
す
る
こ
と
に
な

ら
な
い
か
。

答

建
築
基
準
法
に
適
合
し
て
い
れ
ば

規
制
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
︒
敷
地
面

積
規
制
は
︑
団
地
住
民
の
総
意
に
よ
る

要
望
が
あ
れ
ば
検
討
す
る
︒

そ
の
他
の
質
問

公
共
性
の
高
い
私
道
の
管
理
は
︒

問

豪
雨
等
に
よ
る
土
砂
災
害
の
防
止

を
図
る
た
め
﹁
基
山
町
急
傾
斜
地
減
災

対
策
事
業
費
補
助
金
交
付
要
綱
﹂
が
創

設
さ
れ
、
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
ど
の
よ

う
な
も
の
か
。

答

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
︵
レ
ッ

ド
ゾ
ー
ン
︶
内
の
急
傾
斜
地
に
あ
る
宅

地
お
よ
び
隣
接
地
の
所
有
者
等
が
行
う

擁
壁
の
補
強
や
築
造
工
事
︑
立
木
伐
採

な
ど
の
経
費
に
対
し
︑
限
度
額
に
応
じ

補
助
金
を
交
付
す
る
︒

生
活
習
慣
病
や
認
知
症
の
予
防
に

問

多
目
的
運
動
場
南
側
の
広
場
に
設

置
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
健
康
遊
具
の
一

部
を
、
児
童
公
園
︵
小
規
模
児
童
遊
園
︶

18
カ
所
に
、
児
童
遊
具
と
併
せ
て
設
置

で
き
な
い
か
。

答

公
園
の
面
積
に
よ
っ
て
は
設
置
で

き
な
い
場
合
も
あ
る
︒

問

多
目
的
運
動
場
は
遠
い
。
町
で
は

生
活
習
慣
病
の
予
防
や
高
齢
者
の
筋
力

向
上
、
認
知
症
予
防
策
に
前
向
き
だ
。

通
い
の
場
だ
け
で
な
く
、
個
人
で
も
運

動
で
き
る
環
境
が
必
要
だ
と
考
え
る
。

児
童
遊
具
の
利
用
は
12
年
間
程
度
。
健

康
遊
具
は
40
歳
か
ら
の
利
用
だ
と
、
30

年
間
以
上
利
用
で
き
る
と
考
え
る
が
。

答

各
地
域
住
民
の
意
見
を
伺
い
検
討

し
た
い
︒

既
存
住
宅
団
地
の
環
境
維
持
を

問

新
規
宅
地
開
発
区
域
で
は
、
区
画

そ
れ
ぞ
れ
に
一
定
面
積
以
上
確
保
す
る

問

児
童
公
園
に
健
康
遊
具
を

答

住
民
の
意
見
を
伺
い
検
討

松

石

健

児
議
員

問

町
内
に
、
対
象
地
は
ど
れ
く
ら
い

あ
る
の
か
。

答

急
傾
斜
地
に
係
る
レ
ッ
ド
ゾ
ー
ン

が
１
５
２
カ
所
あ
り
︑
こ
の
区
域
内
に

家
屋
が
70
カ
所
存
在
す
る
︒
事
前
調
査

の
結
果
︑
43
カ
所
に
つ
い
て
何
ら
か
の

防
災
減
災
工
事
が
必
要
で
あ
る
と
判
断

し
て
い
る
︒

問

行
政
区
ご
と
の
状
況
は
ど
う
か
。

答

１
区
９
カ
所
︑
２
区
11
カ
所
︑
３

区
２
カ
所
︑
４
区
15
カ
所
︑
６
区
８
カ

所
︑
10
区
３
カ
所
存
在
す
る
︒

問

対
象
者
へ
の
周
知
と
今
後
の
防
災

減
災
を
ど
う
推
進
し
て
い
く
の
か
。

答

急
傾
斜
地
カ
ル
テ
を
作
成
し
︑
全

て
の
自
宅
を
訪
問
し
︑
家
屋
周
辺
の
状

況
と
補
助
金
制
度
な
ど
の
説
明
を
行
っ

た
︒
現
在
︑
数
件
の
問
い
合
わ
せ
を
受

け
て
お
り
︑
今
後
︑
補
助
金
制
度
の
活

用
を
周
知
し
︑
安
心
安
全
に
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
︒

天

本

勉
議
員

問

急
傾
斜
地
の
防
災
減
災
対
策
は

答

補
助
金
制
度
の
活
用
を
周
知
し
て
い
く

立木が伐採された急傾斜地

健康遊具で ちょいトレ
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一般質問

QRコードから一般質問の録画映像がご覧いただけます

問

町
道
の
り
面
は
誰
が
管
理
す
る
の

か
。
隣
接
の
農
地
管
理
者
の
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
が
深
刻
化
し
対
応
で
き
な

く
な
る
。

答

町
の
管
理
だ
が
隣
接
の
農
地
管
理

者
に
お
願
い
し
た
い
︒

オ
キ
ナ
グ
サ
保
護
強
化
に
取
り
組
め

問

オ
キ
ナ
グ
サ
は
基
山
︵
き
ざ
ん
︶

山
頂
に
自
生
す
る
絶
滅
危
惧
植
物
で
あ

る
。
基
山
町
の
草
花
に
指
定
し
よ
う
。

答

現
段
階
で
は
制
定
は
難
し
い
︒
ま

ず
は
町
民

の
皆
さ
ん

と
共
に
保

護
活
動
を

行
い
︑
町

内
外
へ
発

信
し
啓
発

す
る
と
共

に
町
民
の

意
識
を
深

め
て
い
く
︒

学
び
︑
自
ら
調
べ
考
え
る
環
境
を
育
ん

で
行
き
た
い
︒

問

今
後
、
基
山
町
環
境
基
本
計
画
を

策
定
す
る
際
に
、
美
化
推
進
員
や
美
化

活
動
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
意
見
や

ア
イ
デ
ア
を
反
映
す
る
場
を
設
け
る
こ

と
は
で
き
な
い
か
。

答

策
定
前
に
は
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ

︵
研
究
集
会
︶
等
を
開
催
す
る
︒
そ
の

際
に
お
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
意

見
を
お
聴
き
す
る
場
を
設
け
た
い
︒

問

基
山
町
の
環
境
課
題
は
何
か
。

答

地
球
温
暖
化
対
策
︑
騒
音
・
振
動
︑

ご
み
の
減
量
化
・
リ
サ
イ
ク
ル
︑
植
物

等
の
保
護
︑
飼
い
犬
・
野
良
ネ
コ
等
の

ふ
ん
害
︑
ポ
イ
捨
て
を
含
む
不
法
投
棄
︑

ご
み
収
集
所
問
題
な
ど
︒

問

基
山
町
空
き
缶
等
の
散
乱
防
止
及

び
環
境
美
化
に
関
す
る
条
例
、
犬
取
締

条
例
、
猫
の
ふ
ん
尿
対
策
な
ど
を
広
報

誌
等
で
町
民
の
方
々
に
周
知
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
。

答

猫
の
ふ
ん
尿
対
策
は
広
報
の
準
備

を
進
め
て
い
る
︒
ま
た
︑
動
物
愛
護
法

が
改
正
さ
れ
動
物
を
適
正
に
飼
養
す
る

た
め
の
規
制
が
強
化
さ
れ
た
︒
併
せ
て

周
知
し
て
行
き
た
い
︒

問

保
育
園
、
小
・
中
学
校
で
個
々
の

環
境
保
全
に
対
す
る
意
識
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
を
工
夫
で
き
な
い
か
。

答

今
年
度
か
ら
の
新
学
習
指
導
要
領

で
は
︑
環
境
問
題
が
国
語
︑
道
徳
︑
英

語
等
に
も
扱
わ
れ
て
い
る
︒
主
体
的
に

問

町
の
環
境
を
守
る
た
め
に
は

答

町
民
と
の
役
割
分
担
を
再
考
す
る

中

村

絵

理
議
員ポイ捨ては環境汚染の第１歩

問

国
道
・
県
道
の
整
備
に
町
の
要
望

を
ど
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
か
。
町
民

の
道
路
整
備
に
対
す
る
要
望
は
ど
う
管

理
し
て
い
る
か
。
経
過
や
結
果
が
気
に

な
る
。

答

歩
行
者
の
安
全
確
保
に
繋
が
る
交

通
安
全
対
策
を
道
路
管
理
者
へ
直
接
要

望
を
行
っ
て
い
る
︒
短
時
間
で
終
わ
ら

な
い
も
の
は
時
系
列
で
デ
ー
タ
と
し
て

管
理
し
て
い
る
︒

道
路
整
備
こ
そ
身
近
な
関
心
事

問

町
道
整
備
の
優
先
順
位
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。
町
民
が
道
路
整
備

を
要
望
し
た
い
時
の
手
順
は
明
確
か
。

答

道
路
の
修
繕
は
路
面
の
劣
化
や
損

傷
状
態
︑
地
元
要
望
︑
交
通
量
な
ど
を

総
合
的
に
勘
案
し
て
決
め
て
い
る
︒
の

り
面
草
刈
り
︑
街
路
樹
剪
定
に
つ
い
て

は
職
員
が
現
場
を
確
認
し
て
緊
急
性
の

高
い
順
番
に
処
理
し
て
い
る
︒

町
民
要
望
は
ま
ち
づ
く
り
提
案
書
に

よ
り
受
け
付
け
て
い
る
︒

問

道
路
整
備
の
優
先
課
題
は
何
か

答

交
通
安
全
対
策
を
最
優
先
で
取
り
組
む

末

次

明
議
員

オキナグサの観察
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令和３年 第３回基山町議会定例会 会期の予定

９月６日（月）〜24日（金）

一般質問 ９月７日（火）〜９日（木）

※この会期日程等は、状況により変更することがあります。

方
向
性
は
共
通
し
て
い
る
︒

問

今
後
こ
の
プ
ラ
ン
で
町
民
に
ど
う

意
識
の
向
上
・
啓
発
を
行
っ
て
い
く
か
。

答

町
の
Ｈ
Ｐ
や
広
報
・
セ
ミ
ナ
ー
開

催
・
出
前
講
座
な
ど
で
広
め
た
い
︒
６

月
１
日
号
広
報
で
関
連
内
容
を
載
せ
て

い
る
︒

校
則
見
直
し
の
検
討
は

問

佐
賀
県
教
育
委
員
会
か
ら
校
則
見

直
し
を
求
め
る
通
知
が
出
さ
れ
た
が
、

内
容
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

答

校
則
を
見
直
す
時
︑
﹁
子
ど
も
の

人
権
を
侵
す
可
能
性
が
な
い
か
﹂
﹁
校

外
の
私
的
な
活
動
ま
で
関
与
し
て
い
な

い
か
﹂
﹁
社
会
で
必
要
と
な
る
規
範
意

識
の
醸
成
の
た
め
に
な
る
の
か
﹂
な
ど
︒

問

基
山
中
で
は
生
徒
た
ち
と
一
緒
に

見
直
し
を
し
て
い
る
か
。

答

生
徒
た
ち
の
意
見
を
聞
き
取
り
︑

教
職
員
で
協
議
し
て
い
る
︒

問

第
１
次
か
ら
10
年
を
経
て
今
回
第

２
次
の
﹁
基
山
町
男
女
共
同
参
画
推
進

プ
ラ
ン
﹂
が
策
定
さ
れ
た
。
目
標
の
検

証
は
ど
う
さ
れ
た
か
。

答

﹁
基
本
法
﹂
の
認
知
度
は
目
標
達

成
し
た
が
︑﹁
社
会
通
念
・
習
慣
・
し
き

た
り
な
ど
に
お
け
る
男
女
の
平
等
感
﹂

で
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
︒

問

人
権
問
題
と
し
て
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
実
現
が
世
界
共
通
の
流
れ
だ
が
、
日

本
の
男
女
共
同
参
画
推
進
は
取
り
組
み

が
遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
。

答

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
﹁
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
﹂

の
考
え
方
は
策
定
プ
ラ
ン
と
同
一
で
︑

大

山

勝

代
議
員

問

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
と
男
女
共
同
参
画
と
は

答

方
向
性
は
共
通
し
て
い
る

区 分 件 名 内容（概略） 結 果

意
見
書

教職員定数の改善及び義

務教育費国庫負担制度拡

充に係る意見書

地方自治体が計画的に教育行政を進められるよう、少人

数学級を中学校・高校まで拡充するなど、さらなる教職

員の定数改善を行うこと。また、教育の機会均等と水準

の維持向上のため、地方財政を確保した上で義務教育費

国庫負担制度の国負担割合を２分の１に引き上げる措

置を講じることを要請する。

採択

(全員賛成）

東京オリンピック・パラ

リンピックを中止し、新

型コロナ対策に全力を挙

げることを求める意見書

今夏の五輪中止の決断を直ちに下し、関係諸機関との協

議に入ること、国のあらゆる力を新型コロナ対策に集中

することを強く求める。

不採択

(賛成少数)

請
願
書

亀の甲ため池に関する請

願書

亀の甲ため池の改修工事に関する負担金の免除、水路改修

の実施及び所有権委譲に伴う嘱託登記について請願する。
継続審査

陳
情
書

商品軽自動車に対する軽

自動車税課税免除に関す

る要望書

中古自動車の販売業者が販売のために所有する中古自

動車業者名義で届出されている商品軽自動車に係る軽

自動車税の免除措置を実施していただきたい。

全議員に

配布

基山町の公益に関する事柄について、国会や関係行政庁に対して議会の議決に
基づき意見書を提出することができます。詳しくは事務局にお尋ねください。

意見書等の結果

佐賀市アバンセ玄関前
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町議会にタブレット導入

基
山
町
議
会
で
は
︑

令
和
３
年
６
月
議
会
運

営
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
導
入
し
ま
し
た
︒

目
的
は
業
務
︑
情
報

共
有
の
効
率
化
と
議
会

運
営
の
コ
ス
ト
削
減
で

す
︒
今
は
紙
の
資
料
を

併
用
し
て
い
ま
す
が
︑

９
月
の
定
例
会
か
ら
の

本
格
的
導
入
を
目
指

し
︑
た
だ
今
︑
議
員
一

人
一
人
が
猛
勉
強
中
で

す
︒

基山町議会 委員会の新構成

町  

議  

会
議会運営委員会

常  

任  

委  

員  

会

総務文教
常任委員会

厚生産業
常任委員会

全員協議会
◎　委員長　○　副委員長

広報広聴
常任委員会

議議長：重松一徳 副議長：大久保由美子

末次明 松石信男 鳥飼勝美
品川義則

天本勉

全議員

議会選出監査委員：天本勉

桒野久明 末次明
松石信男 天本勉

品川義則 松石信男
河野保久 松石健児

中村絵理

松石健児 河野保久
桒野久明

大久保由美子

末次明

中村絵理

大山勝代
大久保由美子

大久保由美子
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委

員

長

桒
野

久
明

副
委
員
長

松
石

信
男

委

員

末
次

明

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

委

員大
久
保
由
美
子

委

員天
本

勉

委

員中
村

絵
理

編編編編編

集集集集集

後後後後後

記記記記記

編

集

後

記

編

集

後

記

笑
顔
の
写
真
が
撮
れ
な
い

町
民
の
明
る
い
笑
顔
を
﹁
議
会
だ

よ
り
﹂
で
届
け
よ
う
の
合
言
葉
で
編

集
し
て
き
た
は
ず
だ
っ
た
。
﹁
ご
め

ん
な
さ
い
﹂
、
私
が
選
ん
だ
今
回
の

特
集
が
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
集
団

接
種
、
注
射
を
打
つ
の
に
笑
顔
は
あ

り
ま
せ
ん
。

小
さ
い
子
ど
も
で
は
な
い
か
ら
、

さ
す
が
に
泣
く
人
は
い
ま
せ
ん
。
で

も
笑
っ
て
も
い
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
状
況
下
、
今
回
の
取
材
で
表
紙
を

飾
っ
た
役
場
職
員
の
熊
本
主
幹
の
マ

ス
ク
越
し
に
笑
顔
が
見
え
ま
せ
ん

か
？
一
腹
の
清
涼
剤
と
な
り
ま
し

た
、
救
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
２
年

間
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂
の
編
集
長
を
務

め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

(
桒
野
久
明
)

新議長あいさつ新議長あいさつ

このたび臨時議会におきまして、基山町議会議長に就任いたしました。
議長選挙の意思表明で、「すべては基山町民のため・基山町発展のため」を第一義として議
会運営をおこなっていく旨の決意を述べました。
また、議員間の議論を大事にしていくこともお約束しました。
そのためにも、私たち議員が町民みなさまの輪の中に飛び込み、頂いたご意見を大事にして
議論を重ね、町政に反映できるように政策提言を行っていきます。

コロナ禍の中、日常生活において疲弊されている町民みなさまに寄り添い、一日も早く平穏
な生活に戻れるように町執行部・職員と連携してまいります。

最後に、町民みなさまに信頼される議会を目指してまいります。今後とも基山町議会に対
してご指導ご助言いただきますようにお願い申し上げます。

すべては基山町民のため

基山町発展のため

基山町議会 議長 重 松 一 徳


